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公益財団法人乃村文化財団  

2024年表彰事業 学生卒業設計・制作 NCF空間ディスプレイアワード 
募集要項  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．財団の目的 
乃村文化財団は、空間ディスプレイ分野を志す学生、研究者および研究機関等を支援することを通して
空間ディスプレイに対する理解の啓発と浸透を促進し、空間ディスプレイによる社会貢献の可能性を広げ、
もって、経済、産業ならびに文化の発展に寄与することを目的とする。 

２．表彰事業の趣旨 
ディスプレイは、人と人、人と物、人と情報をつなぎ豊かな価値を創造する空間を媒体としたコミュニケーシ
ョン手段のひとつです。 
乃村文化財団は、空間デザイン・ディスプレイデザイン・環境デザイン・建築デザイン・情報デザインなどディ
スプレイに関わる領域全体を広く空間ディスプレイ分野と捉えています。 
リアルからバーチャルへと未来に向かって進化する新たなディスプレイを見据えた優れた卒業設計・制作を
評価し、その所属大学等の空間ディスプレイ分野における活動を顕彰することによって、空間ディスプレイ
による社会貢献の可能性を広げることが表彰事業の目的です。 

３．表彰事業の対象 
日本全国に所在する大学の 2023年度(2024年 3月末)卒業予定者の卒業設計・制作作品で、
空間ディスプレイに関わるもの。 
注 1: 大学院生などの修了制作は対象外です 
注 2: 卒業論文については対象外です 

※ディスプレイとは︖ 

ディスプレイは空間を媒体としたコミュニケーション手段の一つです。 情報伝達、販売促進、教育啓蒙等を目的に、伝えたい内容を一定

の期間・特定の空間を通じて、参加した人々に直接・有効的に伝達する手段です。情報伝達メディアの切り口から言えば、送り手と受け

手が互いに展示空間の中で出会い、直接的なインタラクティブ（双方向）コミュニケーションを前提にしていることが、他のメディアにはない

特徴と言えます。また、空間を通して興味を喚起し、話題性・集客性・快適性などを伴いながら、購買の動機づけ・送り手のメッセージなど

を伝達する機能を果たします。    （一般社団法人日本ディスプレイ業団体連合会） 

注意事項 
ご応募の際は以下の点について、ご留意ください。 
※応募する研究テーマには、空間ディスプレイ分野における発展や向上性等を視野にいれ、空間
ディスプレイデザインについての探求や実現の成果が想定されていることが重要です。 
※空間ディスプレイの概念については、乃村文化財団ホームページ「空間ディスプレイとは」をご覧く
ださい。 
※賞金は、空間ディスプレイ分野研究機関の研究活動に役立てることを目的としています。個人で
はなく受賞者輩出の大学に授与されます。賞金を受け取る口座については、大学にて予めご確認
ください。 
※ご応募前に、必ず乃村文化財団ホームページの Q&A をご確認ください。 
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４．審査対象の区分（空間ディスプレイ分野の区分） 
便宜上、空間ディスプレイ分野を以下の 4 つに区分し、審査を行うこととします。 
Ⅰ. 商業ディスプレイデザイン 

例︔ショーウィンドウ、ショップ、レストラン、バー、サイン、グラフィック 
Ⅱ. 生活ディスプレイデザイン 

例︔住居、集合住宅、学校、公共施設、オフィス、クリニック、病院、インダストリアル 
Ⅲ. エンターテインメント・ディスプレイデザイン 

例︔美術館・博物館、劇場、ステージ、テーマパーク、アミューズメント施設、イベント、スポーツ
施設、公園 

Ⅳ. 都市ディスプレイデザイン  
例︔大規模商業施設、都市施設、都市景観、都市インフラ、交通システム、情報システム 

注１︓複数の区分にまたがる作品については、優先する区分をご判断ください 
注２︓応募作品の審査過程で、区分の変更をご相談することがあります 
 

５．表彰内容 
空間ディスプレイ分野全体に対し審査を行うため、上記区分ごとに表彰件数を定めているものではあ
りません。 
NCF空間ディスプレイアワード最優秀賞 賞金 40万円×1件 
NCF空間ディスプレイアワード優秀賞  賞金 25万円×4件程度 
NCF空間ディスプレイアワード奨励賞  賞金 15万円×4件程度 
注１︓賞金は、受賞作品の設計・制作者が応募時在籍していた大学に授与する 
注２︓各賞に該当するものがない場合は、「受賞者なし」とする 
注３︓受賞件数については、目安であり、受賞該当数増減の判断は、審査員による 
 

６．応 募 
（１）エントリー  

エントリー期限 2024年 3月 15日(金)まで 
財団ホームページからエントリーしてください。 
注 1︓HP エントリー画面から一度登録すると記録の書換えはできません。重複エントリーを避けるため、

修正が発生した場合は事務局へご連絡ください。 
注 2︓学生が自らエントリー入力する際は、必ず大学の担当者に連絡し、指示を仰いでください。 
注 3︓１大学から複数エントリーは可能ですが、大学にて一括管理できるよう窓口は一元化してください。 
注 4︓辞退される場合は、お手数でも応募受付締切りまでに、財団事務局へご一報ください。 
 

（２）応募受付期間 
   2024年 3月 15日(金)受付開始 

データ送付︓2024年 3月 31日(日) 必着 
書類送付 : 2024年 4月 2日(火) 必着 
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（３） 応募方法 
①   応募書類等 (返却しません) 

様式１. 申請書  「推薦応募申請書」 
様式２．理由書  「作品推薦理由」・「応募理由」 
様式３．コンセプトシート 「空間ディスプレイとしての評価について」 
様式 4. ポートフォリオ  「作品ポートフォリオ」 A3 ヨコサイズ片面記載 3枚以内 
注１: 様式 2,3,4 には大学名・応募者名を記入しないでください。 

注 2: 様式２「作品推薦理由」には、応募者の人柄ではなく、応募作品についてご記入ください。 

注 3: 卒業制作作品の現物、模型などの提出は受け付けません。 
② 提出方法 

次の(ｱ)(ｲ)両方による提出をしてください。 
(ｱ)電子ファイル送付  
・ PDF形式 （データ容量５MB以内。ZIP圧縮し、各種データ便で送付） 
・ 提出データのタイトルは、大学名_氏名_表彰 の順で明記。 
(ｲ)申請書類送付      
・ 郵送物は、原本と複写 5セット（計 6セット）ご用意ください。 
・ 封筒に、「空間ディスプレイアワード応募」と表記。 
(ｳ)応募書類セットの作り方 
・  原本は、様式 1,2,3,4の順にホチキス止めせずにクリップ止め 
・ 複写 5 セットは、様式 2,3,4 の順に綴じ、様式１は綴じずに一番上にしてセットする。 
・ ホチキス止め又はクリップの際は、左上 1 か所留め 
・ 様式４の A3判ヨコは A4判タテに合わせ三つ折り（均等三つ折りではありません） 
・ １大学につき複数応募の場合は、1件ごとに原本と複写計 6セットをクリアホルダーに

入れてまとめる 
③ 提出時のお願い 

(ｱ)(ｲ)(ｳ)いずれも大学事務等関係者が窓口となり、学生への助言、申請書類の取りま
とめ提出、その後の通知、受賞時の大学指定口座情報等、本件に関わる全般の連絡
がとれるようお願いします。 
 

（４）提出先 
公益財団法人乃村文化財団 事務局宛 
(ｱ)電子ファイル送付先   info@nomra-cf.jp 
(ｲ)申請書類郵送先  〒135-0091 東京都港区台場 2-3-4 
     

（５）応募費用 
無 料 
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（６）その他 
応募書類およびデータ等の提出物は、返却いたしません。 
応募書類に記入された個人情報については、法令および当財団の内部規程に準じ、適切
に取扱いします。 
受賞した作品の大学名、作者氏名、応募資料については原則として公開とし、当財団のホ
ームページ上に掲載します。 

７．審 査 
（１）審査期間 

2024年６月予定 
2024年７月に審査結果発表、受賞通知、および授与式開催 

（２）審査委員 
    審査委員長（1名） 
    審査委員（3名程度） 
（３）審査項目・基準 

選考審査にあたっては、乃村文化財団の目的および表彰事業の趣旨をふまえて、ディスプレイ
が、人と人、人と物、人と情報をつなぎ豊かな価値を創造する空間を媒体としたコミュニケーショ
ン手段のひとつであることを、具体的な空間デザインにおいて具現化していることが大切です。そ
のための評価の視点として以下のような項目について特に注目し評価することとします。 

1．発想の独創性  

発想力、デザイン力、先進性、意外性、など 
2．空間のインパクト  

作品の完成度、訴求力、魅力、話題性、波及効果、影響力、集客力、など 
3．生活の質の向上 

利便性、QOL（クオリティ オブ ライフ）、幸福感、生きがい、文化的価値、ユニバーサ
ルデザイン、安全・安心、など 

4．社会的な意義 

メッセージ性、社会性、歴史性、地域コミュニティづくり、地域活性化、地域防災、経済
効果、など 

5．空間ディスプレイの新しい可能性 

先端技術の活用、DX（デジタル トランスフォーメーション）、発展性、拡張性、応用
性、技術開発の可能性など 
 

８．その他注意事項 
以下のことをご留意の上、ご応募ください。 
① 賞金は、空間ディスプレイ分野の研究等の発展に役立てることを目的として授与するものです。 
② 賞金の振込口座は、受賞者を推薦した大学または大学研究室の名義であることを原則とします。 
③ 同時に他団体の表彰事業への重複申請は可能です。 
④ 申請書提出後の申請取下げや通知受領後に辞退される場合は速やかにご報告願います。  
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⑤ 授与式開催の際は、代表者様のみのご出席をお願いする場合があります。 
⑥ 賞金の外国送金は行いませんので、予めご了承下さい。  
⑦ ご提出いただいた応募書類、資料等は返却いたしません。 
⑧ 応募書類に記入された個人情報については、法令および当財団の内部規程に準じ、適切に取

扱いします。なお、受賞者（研究者名、大学名、学部学科名）および受賞作品等の画像含
め、原則として公開とし、当財団のホームページ上に掲載します。 

⑨ 当財団関連イベント等への登壇等を依頼する場合があります。 
⑩ 当財団の事業実績として、受賞作品等の画像を広報用ポスター、チラシ、パンフレット、報告書、

ホームページ等に掲載する場合があります。 
⑪ 受賞者には、別途、ホームページ掲載用作品紹介フォーマットへの記載とご提出を依頼します。 
⑫ 応募作品および受賞作品の著作物取扱いについては、著作権法に基づき対応します。 

 
９．問合せ 

公益財団法人乃村文化財団 事務局 
〒135-0091東京都港区台場 2-3-4   
E-mail︓info@nomura-cf.jp   ＊ご質問等は、HP の「お問合せ」フォームをご利用ください。 
URL︓https://www.nomura-cf.jp/  
  

                        以上 

mailto:info@nomura-cf.jp
https://www.nomura-cf.jp/

